
学級数と児童数 

年度 児童数 学級数 年度 児童数 学級数 

昭和３２ ６０３ １２ 昭和４５ ３０４ ９ 

３３ ６４９ １４ ４６ ２６２ ９ 

３４ ７０４ １４ ４７ ２５３ ９ 

３５ ６９１ １５ ４８ ２２６ ８ 

３６ ６５５ １５ ４９ １９６ ７ 

３７ ５７０ １４ ５０ １６７ ６ 

３８ ４９７ １３ ５１ １４７ ６ 

３９ ４２８ １３ ５２ １２６ ６ 

４０ ４１４ １２ ５３ １３０ ６ 

４１ ４１２ １２ ５４ １２８ ６ 

４２ ３８０ １２ ５５ １２３ ６ 

４３ ３８４ １２ ５６ １２５ ６ 

４４ ３３４ １１ ５７ １２２ ６ 

 

  



学校の様子 

１． 住吉小の成り立ち 

ビルド鉱北炭幌内鉱のまち〔幌内初音町〕に設置された住吉小は、幌内鉱の歩み、ま

た、石炭産業の歩みの影響を大きく受けている。 

幌内鉱は石狩炭田で最初に発見された炭鉱で、明治元年発見、同１２年開抗に着手、

その後囚人による採炭も行ったが、明治２２年北炭に払い下げられ、以来、奔別・幾

春別炭鉱などともに活況を呈した。 

炭鉱の開抗にともなって、明治１５年、公立幌内学校が開校、以後幌内小学校として

幌内地区の児童を収容し教育を進めてきたものの、昭和３１年児童の激増に対処し、

分校を初音町に設置した。翌３２年には、住吉小学校として独立、これが本校の創立

となっている。〔昭和５７年学校経営計画より〕 

 

２． 地域の様子 

三笠市は、石狩炭田のほぼ中央に位置し、北炭の鉱業所をもつ炭都として発展した。 

また、景勝地として桂沢湖、桂沢スキー場などがあり、国道１２号線沿いには三笠工

業団地も設けられて、多面的な町づくりが進められている。 

三笠駅から念頭に広がる沢に炭鉱住宅がたち並ぶ。ここは開抗９０年をかぞえる幌内

炭鉱に勤める従業員の住宅地である。 

この幌内地区のうち、住吉町・初音町・新栄町・本町の一部が、本校の通学区域で

ある。保護者の大半は幌内鉱の従業員として勤務している。細長い沢に建てられた住

宅は、家と家とが近接していて、広場は求めにくい。 

また、２番方・３番方の夜勤があり、睡眠時間の確保からも子どもたちの遊びは制限

される面がある。 

校下家庭の経済水準は、比較的に平均していて格差は少ない。 

昭和５０年１１月幌内鉱の坑内爆発、全山水没から立ち直り、再建に努力中である。 

（昭和５７年学校経営計画より） 

歴代校長  

 校長名 在 任 期 間 

第１代 高崎  功 昭和３２年４月１日～昭和３６年７月１日 

第２代 重山 亀松 昭和３６年７月１日～昭和４１年３月３１日 

第３代 米坂  正 昭和４１年４月１日～昭和４４年４月１日 

第４代 三上 和夫 昭和４４年４月１日～昭和４８年３月３１日 

第５代 伊藤 忠夫 昭和４８年４月１日～昭和５３年３月３１日 

第６代 長谷川政男 昭和５３年４月１日～昭和５６年３月３１日 

第７代 篠原 勝美 昭和５６年４月１日～昭和５８年３月３１日 

 



学校の歩み〔沿革〕 

年度  月日 沿革概要 

昭和３１年 ６月１９日 幌内小学校分校として授業開始 

昭和３２年 ４月 １日 三笠市立住吉小学校設立認可 

 ４月３１日 住吉小学校父母と先生の会 創立総会 

 ６月 ４日 校章決定 

 ６月２５日 開校式挙行 

   １０月２８日 学校図書館開館 

昭和３３年 ３月２３日 第１回卒業式挙行 

昭和３３年 ６月 ８日 運動会（第１回は幌小と合同挙行、本校グランド挙行は第

１回） 

 １２月 ９日 屋内体育館完成 

昭和３４年 ３月 １日 落成記念式、校旗制定 

 ９月 ７日 水害のため臨時休校 

昭和３５年 ９月１７日 ピアノ披露会 

 １０月１９日 校内電話器贈呈式 

 １０月２１日 バックネット開き〔完成〕 

 １０月２８日 校歌作成委員会 

昭和３６年  ３月 １日 校歌制定 

昭和３６年   ４月 １日 通学区新町名〔新栄、住吉、初音、本町〕 

昭和３６年 ５月１５日 卒業記念植樹〔中学１年、６年〕 

昭和３７年 １１月 給食室完成 

昭和３７年 １２月 ４日 給食開始 

昭和３８年 ５月１６日 築山づくり 

昭和３９年 ４月３０日 植樹 ポプラ百本堤防、山桜５０本校舎右側 

イボタ２百本校舎背面 炭住との境界線として 

 ７月 ４日 鼓笛隊校下披露パレード 

昭和４０年 ５月 ８日 桜樹移植 

 ７月２４日 野球用ベンチ取り付け 

 ９月 ８日 防火用水完成 

 １０月２６日 桜樹移植〔防火用水池左側のを 右側へ〕 

昭和４１年 ８月２０日 豪雨水害臨時休業 

 １２月１０日 全校消毒、検便、給食停止、伝染病対策 

昭和４２年 １０月 ８日 開校十周年記念式典 

昭和４３年 ９月１０日 市内小学校野球大会（本校優勝） 

昭和４４年 ２月 ６日 吹雪のため臨休 



 ４月１７日 宿直廃止 

昭和４５年 ３月１８日 吹雪のため臨休 

 ７月２２日 航空写真撮影 

昭和４６年 ６月２６日 PTAの土俵づくり 奉仕作業 

 ９月１０日 校内第１回すもう大会 

昭和４７年 ３月 ８日 校内スキー大会（桂沢にて初めての試み） 

昭和４８年 ２月 １日 吹雪のため集団下校 

 ２月 ８日 特別活動研究会 

 ５月１０日 ビニール張温室作成 

昭和４９年 ８月 １日 住吉地域プール開き 

昭和５０年 １１月２７日 北炭幌内炭鉱ガス爆発 ３１名死亡〔午前２時〕 

昭和５２年 １０月 １日 幌内炭鉱出炭開始 

昭和５２年 １０月３０日 住吉小学校開校二十周年記念式典 

昭和５４年 ６月 １日 夜警員制度から無人化による器械警備に入る。 

昭和５６年 ２月２５日 三教研指定校中間発表 

 １１月２７日 三教研指定校第２年次研究発表会 

昭和５７年 ５月１９日 統合校舎設計図完成 

 ７月２７日 全道少年野球大会〔室蘭〕 

昭和５８年 ３月２７日 統合校舎へ引っ越し 

 

 

 

 


